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〇報告事項 ⑴下水道使用料の改定について  

・事務局より、下水道使用料の改定について、資料をもとに説明

を行い、委員からの質疑・意見は次のとおりであった。  

 

【質疑】 

委 員 狸穴地区のコミニティ・プラントについて、風によっ

て臭いが住宅地周辺まで流れてきている。特に夕方頃

に強い臭いがする。 

事務局 冬期は微生物が活性化されず、汚水処理に時間がかか

ることから、臭いが発生してしまう傾向にある。  

昨年も冬期に同様の苦情があった。今回いただいた意

見をもとに、再度管理業者と臭気対策について協議・

検討を行う。  

   委 員 下水道使用料改定の議決後から、実際に使用料改定を

行うまでの間に、値上げに至った経緯をどのように住

民に説明していくのか。 

事務局 市広報紙・市 HP で周知に努める。また、検針時に検

針票と共に使用料改定の案内を配ることも検討して



いる。使用料が値上げされることを知らない住民がい

ないよう、よりよい周知方法を検討しながら、使用料

改定の周知に努める。  

委 員 下水道使用料改定により、農業集落排水を使用する家

庭の年間支出はどのくらい増えるのか。  

事務局 公共下水道と農業集落排水の使用料は同じ計算式を

用いているので、年間の増額分についても、公共下水

道と同額になる。  

委 員 農業集落排水の経費回収率は１００％を目指さない

のか。 

事務局 今回の下水道使用料改定は、公共下水道の経費回収率

を１００％にすることを目標としている。  

    下水道使用料は５年に１度見直しを行うので、農業集

落排水の経費回収率については、使用料を見直しする

タイミングでその都度検討する。  

 

 

○報告事項 ⑵下水道事業経営戦略（案）について  

  ・事務局より、下水道事業経営戦略（案）について、資料をもと

に説明を行い、委員からの質疑・意見は次のとおりであった。 

 

【質疑】 質問なし 

 

 

〇報告事項 ⑶下水道汚水管の緊急点検の実施について  

・事務局より、下水道汚水管の緊急点検の実施について、資料を

もとに説明を行い、委員からの質疑・意見は次のとおりであっ

た。 

 

【質疑】 

委 員 今回行った点検では簡易すぎるのではないか。  

事務局 今回は緊急点検ということで、市職員でも迅速に対応

できる徒歩・目視による点検を行った。  

    他の点検方法としては、カメラを使用して管内の状況

を確認する点検を行っている。カメラを使用した点検

は５年に１回実施している。  

委 員 下水道使用量が多い場所については、５年に１回より

も多い頻度で点検を行った方が良いのではないか。  

事務局 以前問題があった地点については、マンホールを開け



て実際に内部の状況を確認する点検を１年に１回行

っている。  

 

６ その他  

    

   委 員 公共下水道・農業集落排水・コミニティ・プラントの

違いについてわかりやすく説明してほしい。  

   事務局 公共下水道は住宅地等の市街化区域で整備している

下水道である。  

農業集落排水は農家住宅の多い農業集落で整備して

いる下水道である。 

コミニティ・プラントは小規模開発の住宅地で、開発

業者が設置したものが市に管理が移管された施設で

ある。 

 

 

７ 閉会 午後３時００分 

配 付 資 料 

・下水道使用料改定についての経緯 

・つくばみらい市下水道事業経営戦略【概要版】（案）  

・下水道汚水管の緊急点検の結果について  

そ の 他  

 



下水道使用料
改定についての経緯

令和６年度第５回下水道審議会

令和７年２月２５日（火）

１３時３０分から



目次

１ 下水道使用料の改定 Ｐ２

２ 下水道使用料についての審議経過 Ｐ３

３ 下水道使用料改定の必要性

（１）公営企業とは Ｐ４

（２）市の汚水処理費財源の現状 Ｐ６

（３）今後の収支見通し Ｐ７

４ 改定案の決定

（１）20㎥使用時の使用料の決定 Ｐ８

（２）具体的な使用料の決定 Ｐ９

1



１ 下水道使用料の改定

 令和７年第１回定例会に下水道使用料を改定するための条
例改正案を提出いたします。

※令和８年４月使用分から変更になる予定です。

区分 水量 改定使用料 現行使用料 改定額

基本使用料 0㎥ 800円 500円 300円

従量使用料

1～10㎥ 80円 70円 10円

11～20㎥ 140円 130円 10円

21～30㎥ 150円 140円 10円

31～50㎥ 160円 150円 10円

51～100㎥ 170円 160円 10円

101㎥～ 180円 170円 10円

臨時用 1㎥あたり 300円 170円 130円

表１ 下水道使用料改定案（１か月あたり）   （税抜）
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２ 下水道使用料についての審議経過

 下水道審議会では市長からの諮問を受けて、約１年にわた
り審議を行ってきました。

表２ 下水道使用料についての審議経過   

開催回 開催日 審議内容

第1回 令和5年12月 6日 下水道使用料検討について（諮問）

第2回 令和6年 2月27日 本市下水道事業の現状・下水道使用料改定の背景
経営比較分析表を基にした近隣団体の状況説明

第3回 令和6年 5月29日 経営戦略による今後10年間の見通し
経営戦略を基にした使用料改定案

第4回 令和6年 7月24日 会計の全体像・具体的な改定に必要な情報と検討案のご提示

第5回 令和6年 9月24日 ボリュームゾーン及び、複数パターンのご提示
改定パターンの決定

第6回 令和6年10月23日 答申案検討

令和6年10月29日 答申 3



３ 使用料改定の必要性

（１）公営企業とは

下水道使用料検討資料（第４回）から抜粋 4



下水道使用料検討資料（第４回）から抜粋
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（２）市の汚水処理費財源の現状

下水道使用料検討資料（第４回）から抜粋 6



（３）今後の収支見通し

下水道使用料検討資料（第４回）から抜粋
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４ 改定案の決定

（１）20㎥使用時の使用料の決定

下水道使用料検討資料（第５回）から抜粋
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（２）具体的な使用料の決定

下水道使用料検討資料（第５回）から抜粋 9



下水道使用料検討資料（第５回）から抜粋 10



下水道使用料検討資料（第５回）から抜粋
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下水道使用料検討資料（第５回）から抜粋
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下水道使用料検討資料（第５回）から抜粋 13
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つくばみらい市 下水道事業経営戦略 【概要版】 ＜案＞ 

１．改定の趣旨及び計画期間 

全国的に人口減少に伴う収入減や将来の施設更新需要への対応が課題となっており、本市においても将来にわたって安

定的に下水道事業を継続していくためには、中長期的な視点で事業経営を行う必要があります。そこで令和３（２０２１）年度

に下水道事業経営戦略を策定しましたが、当初経営戦略策定から３年が経過し、より一層経営基盤を強化し、財政マネジメン

トを向上させるために、今回投資・財政計画の見直しを実施し、内容の充実化を図った経営戦略に改定しました。 

計画期間は、当初の計画同様、令和４年度から令和１３年度の１０年間とします。 

２．経営戦略の対象となる事業 

 現在、本市の下水道はつくばみらい市上下水道課で整備・運転管理している公共下水道事業、農業集落排水事業、コミニテ

ィ・プラント事業、一部補助をしている浄化槽事業があります。そのほかに主に伊奈地区において、取手地方広域下水道組合

が整備・運転管理している公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業があります。 

本戦略における対象は、つくばみらい市上下水道課で整備・運転管理している公共下水道事業、農業集落排水事業及びコ

ミニティ・プラント事業です。 

３．将来の事業環境 

（１） 使用料収入の予測 

公共下水道事業における使用料収入は、福岡工業団地第２期地区（圏央道インターパークつくばみらい）の整備等により増

加傾向にあります。また、農業集落排水事業においては、人口減少の影響により少しずつ減少していく見通しです。 

■使用料収入 事業別予測                                                         
（単位：千円、税抜）

 

 

（２） 今後の事業の予定 

 本市の公共下水道事業では市の財政状況を踏まえながら、資産全体を対象として、維持管理、改築・修繕を一体的にとらえ

て下水道施設を計画的かつ効率的に管理するストックマネジメント計画を、農業集落排水事業ではＬＣＣ（ライフサイクルコス

ト）が最小となる機能保全計画として最適整備構想を策定しています。計画期間内の主な事業として、人口増加や福岡工業団

地第２期地区（圏央道インターパークつくばみらい）での企業の操業開始による汚水処理量の増加に対応すべく、令和１１（２０

２９）年度まで小絹水処理センターの増改築事業を実施する予定です。また、農業集落排水事業の一部地域における公共下水

道事業への編入についての検討を行っていきます。 

■投資（建設改良費）の事業別推計                                                      （単位：千円、税込） 

 

４．取組方針 

第２次つくばみらい市総合計画（後期基本計画）に掲げている下水道事業の取り組み方針は以下のとおりです。 

〇下水道の計画的な整備の実施 

・未整備地区の早期解消に向けて、下水道事業計画に基づく計画的な整備を実施します。 

〇下水道施設の適正な維持管理の実施 

・安定した下水道機能を維持するため、地震対策や長寿命化を兼ねた、効果的な施設の更新工事を実施します。 

〇上下水道事業の健全な運営の実施 

・上下水道事業について、将来にわたり持続可能な経営を確保するため、経営戦略に基づき健全な運営を推進します。 

５．経営の基本方針 

 以上を踏まえた本戦略における経営の基本方針は以下のとおりです。 

基本方針❶施設の適正な改修・維持管理 

今後も安全・安心な下水道サービスの提供を継続するためには、老朽化に伴う改修や維持管理を適正に行う必要がありま

す。公共下水道事業は下水道ストックマネジメント計画、農業集落排水事業は最適整備構想に基づき、事業実施の優先順位を

決定し、投資の平準化を図りつつ適正な改修・維持管理を継続していきます。 

基本方針❷民間活力の活用 

本市では、今後さらに効率的、効果的な維持管理が可能となる官民連携の手法の導入を目指し、維持管理と更新を一体的

に行うウォーターPPPの導入を検討します。 

基本方針❸健全経営の確保（目標：経常収支比率１００％・経費回収率１００％） 

本市では令和５年度現在、経費回収率の指標が独立採算を示す１００％を下回っており、一部基準外繰入金に頼った経営と

なっています。そのため、経費削減を行い、効率的な経営を目指すと同時に、５年に一度は適正な使用料についての検討を行

うことで、経常収支比率１００％を維持しつつ経費回収率１００％の達成を目指し、基準外繰入金の削減に取り組みます。 
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つくばみらい市 下水道事業経営戦略 【概要版】 ＜案＞ 

６．投資・財政計画（目標達成に向けたシミュレーションの決定） 

 経営の基本方針に掲げた「経費回収率１００％」という目標を達成するためには、汚水処理にかかる費用に対して、使用料収

入が上回る必要があります。しかし、将来の事業環境の予測に基づく投資・財政計画では、物価上昇等により汚水処理にかか

る費用の増加が見込まれ、経費回収率は更に低下することが予想されています。そこで、その課題を改善するために令和８ 

（２０２６）年度に下水道使用料を改定することとした２つの投資・財政計画を試算しました。 

【パターン①】   計画期間内に公共下水道事業で経費回収率 100％を達成（改定率１7．５％） 

■事業別・年度別の改定率                                    

 

 

【パターン②】   計画期間内に公共下水道事業及び農業集落排水事業合算で経費回収率１００％を達成（改定率３３．３％） 

※パターン②については一律割合による改定を想定 

■使用料収入及び経費回収率の推移（公共下水道事業および農業集落排水事業合算）                     
（単位：千円、税抜）

 

 

 

【投資・財政計画のポイント】 

今回、計画期間内に公共下水道事業で経費回収率１００％を達成するパターン①と、公共下水道事業及び農業集落排水

事業合算で経費回収率１００％を達成するパターン②、２つのパターンでの試算を実施しました。本来であれば全ての事業

において経費回収率が１００％となることが望ましいですが、現状の使用料単価から３０％以上の値上げは市民の大幅な負

担増加となります。 また、現在、農業集落排水事業においては、公共下水道事業や取手地方広域下水道組合との広域化・

共同化への検討を進めていることから、本計画においてはまず、パターン①の投資・財政計画を採用し、公共下水道事業の

経費回収率を１００％とすることを目標に下水道使用料を改定し、今後も最低でも５年に一度、経営戦略及び使用料体系に

ついての見直しを行うことで経営の安定化を図っていくことが適正であると判断しました。 

７．経費回収率向上へ向けたロードマップ 

国土交通省「社会資本整備総合交付金等の交付にあたっての要件等の運用について」（令和２年３月３１日国水下第５６号）

を踏まえ、経費回収率の向上に向けたロードマップを以下のとおり示します。 

■経費回収率向上に向けたロードマップ 

年度 収益確保の活動 経費削減の活動 

令和６（２０２４） 使用料改定の検討・条例改正  

令和７（２０２５） 新使用料に向けた周知、システム改修等   

令和８（２０２６） 新使用料の適用   

令和９（２０２７） 効果検証及び収支再試算   

令和１０（２０２８） 

 

  

令和１１（２０２９） 使用料改定の検討   

令和１２（２０３０） 

 

  

令和１３（２０３１） 検討の上、必要であった場合、使用料改定の実施   

 

■ロードマップに定めた数値目標（公共下水道事業）                                 ※シミュレーションパターン①による数値目標 

年度 経費回収率 水洗化率 経常収支比率 

令和７（２０２５）年度 開始値 ８３．８８％ ９８．５３％ １１９．９０％ 

令和１０（２０２８）年度 中間値 ９６．００％ ９８．８３％ １００．００％ 

令和１３（２０３１）年度 目標値 １００．００％ ９９．１３％ １００．００％ 

８．経営戦略の事後検証 

本経営戦略の実行性を確実なものとするために、ＰＤＣＡ サイクルにもとづいた進捗管理を行います。特に計画の見直し

に関しては、施設の修繕・更新などの実施状況や劣化状況、財政状況などを評価した上で少なくとも５年に一度の頻度で行う

ものとします。 

包括委託の

継続、コス

ト効率化に

向けた検討 

追加整備工

事の実施お

よび接続に

よる拡大 

２頁 

つくばみらい市公式キャラクター 

みらいりんぞう 君 



 

 

下水道汚水管の緊急点検の結果について  

 

令和７年１月２８日に発生した埼玉県八潮市において、下水道管破損に起因すると考え

られる道路陥没を受けて、令和 7 年 1 月 29 日付け国土交通省より流域下水道管理者が管理

する晴天時 1 日最大処理量 300,000 立方メートル以上の処理場に接続する口径 2,000 ミリ

メートル以上の下水道管路について、道路陥没の恐れが無いかの緊急点検を行うよう要請

がありました。  

当市が管理する下水道管については、国からの要請による緊急点検の対象の下水道管は

ありませんが、市独自の取組として、下記のとおり当市上下水道課では、職員による下水道

汚水管の緊急点検を実施しました。  

 

※市が管理する下水道管  

・晴天時 1 日最大処理量 9,000 立方メートル  

 ・汚水管最大口径 1,200 ミリメートル  

 

記  

 

１，点検期間   令和７年２月５日から令和７年２月７日まで  

２．点検対象   ①整備後４０年以上経過したヒューム管  約３ .４km 

        ②口径５００ミリメートル以上のヒューム管  約１０km 

        ③対象管路の汚水マンホール内  ２２６か所  

３．点検方法   対象汚水管が埋設されている道路を車や徒歩でへこみなどがないか、また  

汚水マンホールのふたを開けて土砂等の堆積物等がないかを目視で確認し

ました。  

４．点検結果  上記のとおり点検を実施したところ異常は確認されませんでした。  

 

下水道管路の巡視・点検・調査  

平成２７年に改正された下水道法では維持修繕基準が創設され、管路に関する維持管理

の基準が示されました。  

この基準では、管路で腐食するおそれが大きい箇所に対しては、5 年に 1 回以上の頻度で

点検を行うことが義務付けられています。  

当市では、下水道ストックマネジメント計画を策定し、長期的な下水道施設の状態を予測

しながら、計画的かつ効率的に施設の維持管理を積極的に進めています。  

直近では、令和２年度に実施し、令和７年度は２回目の点検調査を予定しております。  

  

 



 

 

 緊  急  点  検  箇  所  図   



マンホール内の点検状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンホール内の確認状況  
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